
 

 

 

 

１ 単元のねらい 

わが国におけるさまざまな人権侵害の解決を憲法の「個人の尊厳と平等」の原則や保障される人権の内容と

かかわらせて考え，国民一人一人が責任と義務を果たし，人間を尊重する努力を続けていく社会をつくりあげ

ることの大切さに気付くことができる。 

 

 

２ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単

元

の

評

価

規

準 

日本国憲法の原理である

「基本的人権の尊重」につい

て，日本国憲法の規定をもと

に理解している。 

人権が身近にあることを人

権の歴史，日本国憲法の特徴

や基本原理，基本的人権の内

容について，具体的な事例を

通して理解している。 

「日本国憲法ではなぜ人権を保

障することが大切なのか。」を日本

国憲法や具体的な事例を通して考

え，対立と合意，効率と公正や民主

主義，自由・権利と責任・義務，平

等の精神などの様々な視点や立場

に着目し，多面的・多角的に考察し，

その過程や結果を適切に表現して

いる。 

基本的人権を中心とした人間

の尊重について，日本国憲法を

はじめとした法の下で差別や偏

見といった人権侵害の解決の実

現を視野に資料を基に意欲的に

追究している。 

 

●学習改善につながる評価 〇評定に用いる評価 

 

評価／時数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ・ ７ 

知識・技能 ●  ● ●  ○ 

思考・判断・表現     ○ ○ 

主体的に学習に取

り組む態度 

 〇     

 

単元名            人権と共生社会 



３ 単元構造図（全８時間）☆獲得する認識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
本
国
憲
法
で
は
，
な
ぜ
人
権
を
保
障
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
ろ
う 

単元名 

人権と共生社会 

単元学習前の生徒の意識 

日本国憲法は，立憲主義に基づいており，日本は法治国家である。憲法で基本原理とされる

基本的人権の尊重について，日本国憲法の規定や具体的な事例を通して追究していこう。 

 
第１時 平等権―共生社会を目指して①【●知識・技能】                         

 

☆平等権 ☆アイヌ民族支援法 

第５時 人権を確実に保障するための権利【○思考・判断・表現】 

 

 

☆参政権 ☆選挙権 ☆被選挙権 ☆裁判を受ける権利  

第２時 平等権―共生社会を目指して② 【○主体的に学習に取り組む態度】 

 

 

☆男女雇用機会均等法 ☆男女共同参画社会基本法 ☆インクルージョン ☆バリアフリー 

☆障害者基本法                  

 

第３時 自由権―自由に生きる権利【●知識・技能】 

 

☆自由権（精神の自由，身体の自由，経済活動の自由）  

第４時 社会権―豊かに生きる権利【●知識・技能】 

 

☆社会権 ☆生存権 ☆生活保護法 ☆教育を受ける権利 ☆教育基本法 ☆勤労の権利 ☆労働基本権  

☆団結権 ☆団体交渉権 ☆団体行動権 

日本にどのような差別があり，その差別をなくすために努力してきたことがわかった。また，私たちが差別

にどのように向き合うべきかを考えていかなければならない。 

共生社会を築いていくために，私たちにはどのような取り組みや努力が求められているのだろう。 

 

日本にはどのような差別があり，差別をなくすためにはどのような努力がなされてきたのだろう。 

第６時 「公共の福祉」と国民の義務   【○知識・理解 ●思考・判断・表現】 

 

☆公共の福祉 ☆普通教育を受けさせる義務 ☆勤労の義務 ☆納税の義務 

共生社会を築いていくために，インクルージョンの実現が大切なことがわかった。さらに，

どのような人々でも自分らしく生きる社会にするには，私たち一人一人が個人を尊重し，偏

見を持たないことが大切である。 

 

自由権とはどのような権利であり，日本国憲法でどのように保障されているのだろう。

う。 

  日本国憲法が定める自由権には，精神，身体，経済活動の自由の３つがあることがわかった。

これらの自由権が保障されることで私たちは自由に物事を考え，行動できており，個人として

尊重されていることがわかった。 

社会権とはどのような権利であり，日本国憲法でどのように保障されているのだろう。 

 経済活動の自由によって貧富の差が拡大したことから，社会権が保障された。社会権は日本

国憲法で保障されており，私たちの生活を支えていることがわかった。 

 

 私たちの人権保障を確かなものにするために，日本国憲法ではどのような権利が保障されているのだ

ろう。 

るのだろう。 

 

 

 人権保障を確かなものにするために参政権と請求権がある。なぜなら，参政権によって国民が政治に

参加し，個人が尊重される政治が実現でき，できないときは請求権を行使することで権利を守ることが

できることがわかった。 

 

 私たちの社会への責任として「公共の福祉」のために憲法が保障する自由及び権利を利用することが挙げられる。これは，私たちが

ともに社会を築いて行くためにとても大切なものであり，国民の義務と同様に国を支えるものだと考えられる。 

 

 

私たちは憲法上，どのような責任と義務を負っているのだろう。 

単元学習後の生徒の意識 

だれもが自分らしく生きることができる社会を築いていくためには個人を尊重することが重要であり，日

本国憲法で保障されている権利を私たち一人一人が大切にしなければならない。 



４ 単元指導計画 

時 ねらい 学習活動 評価規準・場面・方法 資料及び指導・援助 

１ 

平
等
権
―
共
生
社
会
を
目
指
し
て
① 

さまざまな差別

事件の資料から，平

等権について考え

る活動を通して，差

別をなくすために

重要なことを「個人

の尊重」の観点から

説明することがで

きる。 

☆平等権 

☆アイヌ民族支援法 

１ さまざまな差別があることを知る。 

・部落差別，アイヌ民族への差別，在日韓国

人や在日朝鮮人への差別 

・差別があることを認識させ，どうすれば差

別をなくすことができるのかを予想し，課

題化する。 

 

 

 

２ 差別をなくすための努力を理解し，差

別をなくすために自分達ができることを

考える。  

３ 前単元の学習である「基本的人権の尊

重」とかかわらせて，単元を貫く課題を設

定する。 

 

 

 

４ 本時のまとめをする。 

差別をなくす

ためにどのよう

な取り組みや努

力がなされてい

るのかを理解し

ている。 

（知識・技能） 

◇部落差別 

◇アイヌ民族への

差別 

◇在日韓国・朝鮮人

への差別 

 

日本にある差別

は人権侵害である

ことや，差別をなく

すために努力をし

ていることに気づ

くことで，人権の大

切さを理解し，単元

を貫く課題を設定

できるようにする。 

前回の授業で習った日本国憲法第１４条では，「…差別してはいけない。」と記さ

れていたが，日本では様々な差別があることがわかった。そして，その差別は憲

法に反する行為だと考える。そのため，差別をなくすために努力をしていかなけ

ればならないし，人権の保障の大切さを私たちが考える必要があると思う。 

２ 

平
等
権
―
共
生
社
会
を
目
指
し
て
② 

共生社会を目指

すためにはどうす

るべきかを仲間と

話し合う活動を通

して，自分達が差別

や偏見にしっかり

と向き合うことが

大切であることに

気付くことができ

る。 

☆男女雇用機会均

等法 

☆男女共同参画社

会基本法 

☆インクルージョン 

☆バリアフリー 

☆障害者基本法 

 

１ 女性の働いている割合の資料から，日

本と他国とのちがいを読み取る。 

・日本だけ，Ｍ字のように折れ曲がってい

る。 

・グラフをみて気づいたことを書き出し，課

題化する。 

 

 

 

２ 資料から事実を読み取り，考えを書く。 

・同じ仕事をしていても，男女で大きな賃金

の格差がある 

・インクルージョンの実現には私たちが気

を付けることがあるのだろうか。 

３ 本時のまとめをする。 

平等権に関す

る資料から，自

分の考えをも

ち，仲間と交流

して深める活動

を通して，共生

社会を目指して

自分の考えを持

っている。 

（主体的に学習に取

り組む態度） 

◇女性の年齢別の

働いている割合 

◇男女の年齢別賃

金 

 

◇みんなでチャレ

ンジ 

「インクルージョ

ンについて考えよ

う」 

 

 

共生社会を目指すためにはインクルージョンの実現が必要だと考える。そのた

めには性の多様性や障がいのある人への理解などが求められていることがわか

った。私自身，障がいのある人は助けないといけないと考えているが，この考え

は偏見だということに気付いた。今後は自分と他者の違いを認め，支え合ってい

きたい。 

日本国憲法では，なぜ人権を保障することが大切なのだろう。 

 

日本にはどのような差別があり，差別をなくすた

めにはどのような努力がなされてきたのだろう。 

共生社会を築いていくために，私たちにはどのよう

な取り組みや努力が求められているのだろう。 

 

 



自由権とはどのような権利であり，日本国憲法

でどのように保障されているのだろう。 

 

３ 

自
由
権
―
自
由
に
生
き
る
権
利 

日本国憲法が定

める自由権につい

て，具体的な事例を

通して理解し，自由

権が保障される理

由を「個人の尊重」

の観点から考える

ことができる。 

 

☆自由権 

（精神の自由） 

（身体の自由） 

（経済活動の自由） 

１ 自由権が侵害されている例を通して， 

・自由とは何かを考え，書き出してから課 

 題化する。 

 

 

 

２ ３つの自由権（精神，身体，経済活動の 

自由）についてまとめる。 

３ 「私の選ぶ自由は」を活用し，自由に考 

え，意見する。 

４ 自由権の保障の重要さを「個人の尊重」 

の観点から考える。 

・私たちが個人として尊重されるには自由 

に考えたり，発言したり，自由に行動でき 

ることが重要だと考える。 

 

５ 本時のまとめをする。 

自由権に関す

る資料から，日

本国憲法に定め

られている自由

権の考え方を理

解している。 

（知識・技能） 

◇みんなでチ

ャレンジ「私

の選ぶ自由

は」 

 

自由につい

ての考え方は

個人によって

異なることに

気付く。 

 日本国憲法が定める自由権には，精神，身体，経済活動の自由の３つがある。 

これらの自由が日本国憲法で保障されていることによって，私たちが自由に物事

を考えて判断し，行動できることがわかった。 

４ 

社
会
権
―
豊
か
に
生
き
る
権
利 

 社会権に関する

資料を読み取る活

動を通して，最低限

度の生活や健康で

文化的な生活を送

ることの大切さに

気付き，自由権との

関係を考えること

ができる。 

 

☆社会権 

☆生存権 

☆生活保護法 

☆教育を受ける権利 

☆教育基本法 

☆勤労の権利 

☆労働基本権 

（団結権  団体交渉

権 団体行動権） 

１ 日本国憲法第 25条から憲法で保障さ 

れている生存権について知る。 

２ 生活保護の制度の目的を考える。 

 

 

 

 

３ 「生存権について考えよう」を活用し，

最低限度の生活に関して自由に意見す

る。 

４ 社会権と自由権の関係を考える。 

 

５ 他の主な社会権（教育を受ける権利・勤

労の権利・労働基本権）についてまとめ

る。 

６ 本時のまとめをする。 

 社会権に関す

る資料を読み取

り，社会権には

どのような種類

があるかを理解

し，社会権が保

障された理由を

自由権との関係

から説明してい

る。 

 （知識・技能） 

◇生活保護費の推

移と割合 

◇みんなでチャレ

ンジ「生存権につ

いて考えよう」 

◇働き方改革 

 

社会権に関わ

る制度や改革に

関する資料を読

み取り，それが

法に基づいたも

のであると気付

く。 

 日本国憲法第 25 条で「健康で文化的な最低限度の生活を営む権利」を保障し

ている。このような社会権が誕生した背景には，経済活動の自由が強調された近

代の歴史があると考えられる。そして，日本には社会権を保障するために様々な

制度があり，現在でも社会権の保障が達成されるように改革を進めていることが

わかった。 

社会権とはどのような権利であり，日本国

憲法でどのように保障されているのだろ

う。 

 



５ 

人
権
を
確
実
に
保
障
す
る
た
め
の
権
利 

 

 私たちの人権保

障を確実なものに

するために，参政権

や請求権が日本国

憲法で保障されて

いる理由を考え，表

現することができ

る。 

 

 

 

☆参政権 

☆選挙権 

☆被選挙権 

☆裁判を受ける権利 

１ 前時までの社会権を振り返り，人権の

保障の大切さを強調する。 

 ・人権を確かなものにするためにはどう

するべきかを予想し，課題化する。 

 

 

 

２ 参政権と請求権について知り，人権の

保障にとって重要なことを考える。 

 

３ 公民にアクセスを活用し，裁判を受け

る権利がなかったらどうなるかを考え

る。 

 

４ 本時のまとめをする。 

参政権や請求

権，裁判を受け

る権利が人権の

保障にとって重

要なものである

ことを理解し，

「個人の尊重」

の観点からその

重要性を考え，

説明している。 

（思考・判断・表現） 

◇海外に設置され

た投票所 

◇公民にアクセス 

 「裁判を受ける権

利―隣人訴訟―」 

◇参政権と請求権 

 

  

私たちの人権保障を確実にするために権利があることを知った。参政権では国

民が政治に参加することでより個人の尊重する政治ができると考えられる。さら

に，請求権があることで，投票以外にも国民の意見を政治に反映することができ

る。 

６ 

公
共
の
福
祉
と
国
民
の
義
務 

 
 

 
 
 

７ 

単
元
の
ま
と
め 

  

人権と公共の福

祉の関係を考え，個

人の自由や権利は

制限されているこ

とを理解するとと

もに，私たちには憲

法上で責任と義務

があることを説明

することができる。 

 

 

 

☆公共の福祉 

☆普通教育を受けさ

せる義務 

☆勤労の義務 

☆納税の義務 

１ 人権と人権の対立の資料から人権の対   

 立の解消方法を予想し，課題化する。 

 

 

 

２ 資料から分かったことをまとめる。 

・憲法の条文に書かれている「公共の福祉」

のように，他人の人権を侵害してはなら

ないことや社会の共同生活のために制約

を受けることがある。 

 

３ 「公共の福祉」について考えようを活用

し，個人の人権と「公共の福祉」の関係を

について考える。 

・「公共の福祉」を尊重することで，立ち退

きは仕方のないことだと考える。しかし，

公正の観点から立ち退く住民には補償の

必要がある。 

 

４ 国民の義務についてまとめる。 

 

５ 本時のまとめをする。 

 個人の自由や

人権が制限され

ていることや国

民としての義務

を資料から読み

取り，理解して

いる。 

（知識・技能） 

 

 個人の人権と

「公共の福祉」

の関係を考える

活動を通して，

双方を尊重する

ことの大切さに

気付き，公正の

観点で説明して

いる。 

（思考・判断・表現） 

 

 

 

◇人権と人権の

対立 

◇日本国憲法に

定められた

「公共の福

祉」 

◇「公共の福祉」

による人権の

制限 

◇みんなでチャ

レンジ「公共

の福祉」につ

いて考えよう 

 

 身近な事例か

ら公共の福祉の

ために人権が制

限される出来事

を考えさせる。 

 

人権と人権が対立したときには「公共の福祉」を尊重することがわかった。し

かし，個人の人権も尊重すべきであり，時には個人への補償の必要性があること

も忘れてはいけない。そして，国民には普通教育を受けさせる義務や勤労の義務，

納税の義務がある。私たちも社会への責任と国民の義務を果たせるように，「人

権と共生社会」の学習で学んだことを大切にしていきたい。 

 

 

 

私たちの人権保障を確かなものにするために，

日本国憲法ではどのような権利が保障されて

いるのだろう。 

 

私たちは憲法上，どのような責任と義務

を負っているのだろう。 

 


